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第40号

　

第
48
回
在
京
白
堊
会
総
会
は
、

５
月
14
日
（
土
）、
昨
年
と
同
じ
く

御
茶
ノ
水
の
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
回

の
幹
事
は
昭
和
59
年
卒
が
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
『
未
来
へ
つ
な

ぐ　

白
堊
の
絆
』
で
す
。
総
会
に
先

立
つ
講
演
会
は
２
部
構
成
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
か
ら

５
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
復

興
は
ま
だ
半
ば
で
す
。
山
形
大
学

地
域
教
育
文
化
学
部
佐
藤
慎
也
教

授
に
は
、
そ
の
復
興
の
向
こ
う
に

見
え
る
未
来
の
展
望
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
す
。

　

焙
茶
工
房
し
ゃ
お
し
ゃ
ん
代
表

の
前
田
千
香
子
氏
は
、
震
災
で
失

わ
れ
か
け
た
地
域
文
化
を
再
生
し
、

さ
ら
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
住
民
の

方
々
と
一
体
に
な
っ
て
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。
前
田
氏
に
は
、
地
域

の
文
化
再
興
に
か
け
る
思
い
な
ど

を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
私
た
ち
が
在

学
し
て
い
た
当
時
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
な
ど

を
交
え
て
30
年
以
上
前
の
姿
を
紹

介
し
ま
す
。
参
加
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
の
会
話
の
き
っ
か
け
作
り
に

な
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、
ロ
ビ
ー

『
未
来
へつ
な
ぐ 

白
堊
の
絆
』

 

５
月
14
日（
土
）
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
開
催

在京白堊会
2016総会

日   時：５月14 日（土）
　　　   講演会15時30分～／総会・懇親会 17時～
　　　    受付開始 15 時より
場   所： 東京ガーデンパレス（03-3813-6211）
            （〒113-0034 文京区湯島1-7-5）※昨年の会場と同じです。

参加費：一般 10,000円／学生・院生 3,000円
                     （参加費は在京白堊会平成28年度年会費 2,000円込み）

※年会費納付済の方、首都圏以外在住の方
は 8,000 円

※社会人・主婦の院生は一般扱い
※来期に向けて見直し検討中

● Webでの在京白堊会総会・懇親会へのお申し込みは
https://48th-zaikyohakuakai.doorkeeper.jp/events/37874

第48回在京白堊会総会・懇親会開催概要

講演会（講師とテーマのご紹介）

□第１部
テーマ：未来につなぐ「子どもと築く復興まちづくりプロジェクト」
講　師：佐藤慎也（さとうしんや/S59年卒）

山形大学地域教育文化学部教授。平成７年東
北大学大学院工学研究科修了、博士（工学）。
専門は都市計画・まちづくり学習。東日本大震
災後、こども環境学会の東日本大震災復興プラ
ン国際競技“知恵と夢”の支援が縁となり、日本
ユニセフ協会、竹中工務店との恊働で　「子ども
と築く復興まちづくりプロジェクト」を始める。

□第 2部
テーマ：陸前高田と大船渡のお茶「気仙茶」の文化を未来につなぐ
講　師：前田千香子（まえだ ちかこ/S59年卒）

焙茶工房しゃおしゃん店主、気仙コミュニ・ティー運
動応援隊代表。盛岡生まれ、雫石町在住。昭
和 63年東京大学文学部卒。岩手県職員を経
て、平成15 年から中国茶の販売や出前茶会を
行う「焙茶工房しゃおしゃん」開業。平成16年
より陸前高田と大船渡でのお茶づくりを始め、
平成24年からは気仙茶の保存継承活動を地元
の方々と一緒に行っている。

に
て
「
い
わ
て
銀
河
プ
ラ
ザ
」
に

よ
る
岩
手
名
産
品
販
売
、
在
京
白

堊
会
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ブ
に
よ
る

健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
実
施
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

年
に
一
度
の
在
京
白
堊
会
総
会
・

懇
親
会
は
、
故
郷
を
遠
く
離
れ
た

東
京
で
暮
ら
し
て
い
る
か
ら
こ
そ

募
る
思
い
を
共
有
す
る
場
と
し
て
、

ま
た
岩
手
・
盛
岡
に
対
す
る
思
い

を
新
た
に
す
る
貴
重
な
場
と
な
る

と
思
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
皆
様

方
に
、『
ま
た
来
年
も
元
気
に
会
お

う
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
会
に

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

是
非
、
同
級
生
・
先
輩
・
後
輩

な
ど
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
多

く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
け
る
こ

と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
出
欠
に
つ
き
ま
し
て
は

４
月
11
日
（
月
）
ま
で
に
ご
投
函

下
さ
い
。
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

　
　
（
Ｓ
59
卒
幹
事
団
）

お 願 い

今年度の幹事、59年卒の皆さん

昨年の懇親会風景

同
封
の
振
替
用
紙
に
て
平
成
28
年
度
年

会
費
２
０
０
０
円
の
お
振
込
を
お
願
い

し
ま
す
。
お
振
込
は
な
る
べ
く
、
窓
口

で
は
な
く
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
ご
利
用
下
さ
い
。

東京ガーデンパレス　交通アクセス

●最  寄  駅
・ＪＲ中央線・総武線「御茶ノ水駅」聖橋口
　（東京駅寄りの改札）より徒歩 5 分
・東京メトロ千代田線「新御茶ノ水駅」より徒歩 5 分
・東京メトロ丸ノ内線「御茶ノ水駅」より徒歩 5 分
・東京メトロ銀座線「末広町駅」より徒歩 8 分

昨年の懇親会風景
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ク
ラ
ブ
活
動
参
加
者
募
集

在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会
─
─

６
月
18
日
（
土
）
開
催

　

第
12
回
目 

「
在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス

会
」
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。
多

く
の
白
堊
レ
デ
ィ
ス
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
： 

平
成
28
年
６
月
18
日
（
土
）

　

受
付　

12
：
00
よ
り

　

開
始　

12
：
30
～
15
：
00

場
所
：Sun-m

i

（
サ
ン
ミ
）
高
松
７

丁
目
店（
昨
年
と
同
じ
場
所
で
す
）

　

中
央
区
銀
座
７
丁
目
13–

20

　
銀
座
中
村
ビ
ル

 

・
電
話
０
３–

３
５
４
６–

８
１
８
１

 

・
地
下
鉄
銀
座
駅
・
東
銀
座
駅
か
ら

徒
歩
５
分

会
費
：
５
千
円

ゲ
ス
ト
：
未
定

　

詳
細
は
追
っ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

  　
（
40
年
卒 

戸
来
ソ
ウ
子
）

（
※
７
面
に
続
く
）

気
兼
ね
な
く
楽
し
め
る
白
堊
同
窓
の
女
子
会

　

在
京
白
堊
会
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
一
つ
に
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会
が
あ
り
ま
す
。
文
字
通
り
、
白
堊
会
女
子
Ｏ
Ｂ

だ
け
が
集
う
サ
ー
ク
ル
で
す
の
で
、
気
に
な
っ
て
い
る
会
員
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
白
堊
レ
デ
ィ

ス
会
を
創
設
さ
れ
た
土
橋
と
も
子
さ
ん
（
Ｓ
28
卒
）
ほ
か
同
ク
ラ
ブ
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
メ
ン
バ
ー
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
、
レ
デ
ィ
ス
会
の
主
旨
と
そ
の
魅
力
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た　
（
構
成
・
山
田
武
秋
）

在京白堊レディス会

土橋とも子さん（S28卒）

●
女
子
Ｏ
Ｂ
だ
け
が
集
い
交
流
を

楽
し
む
会

―
― 

在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会
は
土

橋
さ
ん
が
ご
提
案
さ
れ
た
と
伺
っ

て
い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
ど
ん
な
こ

と
で
し
た
か
。

土
橋　

２
０
０
５
（
平
成
17
）
年

の
こ
と
で
す
。
こ
の
年
、
在
京
白

堊
会
の
役
員
改
選
が
あ
り
、
会
長

が
及
川
昭
伍
さ
ん
（
Ｓ
25
卒
）か
ら

馬
場
信
さ
ん（
Ｓ
41
卒
）
に
引
き
継

が
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
及
川
さ

ん
か
ら
副
会
長
の
外
山
浩
子
さ
ん

（
Ｓ
32
卒
）
の
後
任
と
し
て
推
さ
れ

た
の
が
私
で
す
。
在
京
白
堊
会
は

兄
の
工
藤
祐
正
（
Ｓ
17
卒
）
が
先

頭
に
立
っ
て
始
め
た

こ
と
も
あ
り
、
兄
の

遺
志
を
継
承
す
る
こ

と
に
も
な
る
と
思
い
、

私
は
そ
の
お
話
を
お

受
け
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
一
つ
、
や
っ

て
み
た
い
こ
と
も
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
そ
れ
は
、
在
京
白
堊
会
に
女

子
だ
け
が
気
軽
に
集
え
る
会
を
つ

く
る
こ
と
で
し
た
。
他
で
成
功
し

て
い
る
例
も
あ
り
、
早
速
皆
さ
ん

に
声
を
か
け
て
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

―
―
皆
さ
ん
が
集
ま
る
総
会
・
懇

親
会
が
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
女

子
だ
け
の
会
を
作
る
の
か
と
い
う

声
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
か
。

土
橋　

男
子
だ
け
で

な
く
、
女
子
の
間
で

も
そ
う
い
う
意
見
は

あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
現
在
、
盛
岡
一

高
は
男
女
共
学
で
す

鈴木芳子さん（S33卒）

白堊芸術祭の会場で行われた座談会（2015.12.17）

が
、
私
た
ち
昭
和
28
年
卒
が
女
子

の
第
一
期
卒
業
生
で
、
そ
れ
以
前
の

Ｏ
Ｂ
は
す
べ
て
男
子
で
す
。
で
す
か

ら
、女
子
は
少
数
派
で
、総
会
へ
行
っ

て
も
気
軽
に
お
話
し
で
き
る
仲
間

は
少
な
か
っ
た
の
で
す
。
出
席
し
た

く
て
も
時
間
帯
が
合
わ
な
い
と
い

う
女
子
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
で
も
、
た
ま
に
は
同
窓

の
女
子
が
集
ま
っ
て
交
流
で
き
る

場
が
あ
れ
ば
い
い
ね
と
い
う
こ
と

で
設
立
し
た
の
が
、
白
堊
レ
デ
ィ
ス

会
で
す
。

鈴
木　

家
庭
を
持
っ
て
い
る
と
、
帰

り
が
遅
く
な
る
か
ら
総
会
に
出
席

し
た
く
て
も
出
か
け
ら
れ
な
い
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
ね
。そ
の
点
、

白
堊
レ
デ
ィ
ス
会
は
、
一
人
ひ
と
り

の
席
が
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
美
味
し

い
ラ
ン
チ
を
い
た
だ
き
な
が
ら
お

し
ゃ
べ
り
を
楽
し
め
ま
す
。
そ
し
て

終
わ
っ
た
後
、
買
い
物
を
し
て
も
夕

方
に
は
帰
宅
で
き
る
と
い
う
、
女
子

に
は
参
加
し
や
す
い
時
間
設
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
一
度

参
加
し
、
楽
し
か
っ
た
か
ら
翌
年
も

ま
た
参
加
し
た
い
と
言
っ
て
続
い

て
い
る
方
が
多
い
で
す
ね
。

戸
来　

白
堊
レ
デ
ィ
ス
会
の
魅
力

は
、
同
窓
と
い
う
だ
け
で
前
置
き
が

い
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
ど
ん
な

仕
事
を
し
て
い
る
か
と
か
、
夫
の
肩

書
き
が
ど
う
の
、
家
族
が
ど
う
の
と

い
う
こ
と
も
関
係
な
し
。
そ
の
点
は

男
子
と
ま
っ
た
く
同
じ
だ
と
思
い

ま
す
。
余
計
な
気
を
つ
か
う
必
要
が

な
く
、
本
題
に
す
ー
っ
と
入
っ
て
い

け
る
か
ら
、
会
話
も
弾
む
わ
ね
。

三
浦　

ふ
る
さ
と
愛
と
自
立
心
は
、

男
子
と
変
わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

母
校
の
男
女
比
率
は
現
在
、
ほ
ぼ

半
々
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
白
堊
女

子
の
先
輩
は
少
数
派
で
、
圧
倒
的
に

多
い
男
子
の
世
界
の
中
で
自
己
形

成
を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
社
会

人
と
し
て
も
、
私
た
ち
の
世
代
よ
り

ず
っ
と
厳
し
い
立
場
で
男
女
共
同

参
画
社
会
を
切
り
拓
い
て
こ
ら
れ

た
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
女
子

の
先
輩
は
男
子
以
上
に
自
立
心
が

強
く
、
後
輩
へ
の
思
い
も
強
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
素
敵
な
先

輩
は
後
進
の
私
た
ち
の
ル
ー
ツ
で

あ
り
目
標
で
す
。
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会

土
橋
と
も
子
さ
ん   （
Ｓ
28
卒
・
第
２
代
副
会
長
）

鈴
木　

芳
子
さ
ん   （
Ｓ
33
卒
）

戸
来
ソ
ウ
子
さ
ん   （
Ｓ
40
卒
・
第
３
代
副
会
長
）

三
浦　

千
波
さ
ん
（
Ｓ
50
卒
・
第
４
代
副
会
長
）

出席者
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▲伊東明子（S50卒）〈ラグーンの夢〉

▲三浦千波（S50卒）〈みちのく風景 I 〉

▲毛利洋子（S41卒）

    〈椅子に座る婦人 〉

▲坂本　務（S44卒）

    〈ポーズ A〉 福田　隆（S49卒）▶
   　　 〈春の御岳〉

2015 白堊芸術祭

　第8回目を迎えた「白堊芸術祭」は、昨年
と同じ神田駿河台下・文房堂（ぶんぽうどう）４階
ギャラリーで開催。出展数、イベント数もふえ、
13日（日）の搬入日には出展者の懇親会も
行い、師走の白堊の文化祭を楽しみました。

多彩なイベントでますます盛大に

平成27年12月14日（月）〜19日（土）
会場：文房堂 ４階ギャラリー

（神田駿河台下） 第8回 〈出展リスト〉

12月19日玉澤健児さん（S43卒／左端）の
ギター弾き語りとカルテットの歌

12月16日、「白堊歌の祭り」

12月17日、初登場の「 47 卒バンド」

12月19日、 野口田鶴子さん（S40卒／中央）
による「宮澤賢治と五行歌の朗読」

▲伊藤馨一（S52卒）    〈Jenna〉
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▲板倉洋子（S28卒）

    〈KaO Ⅰ〉

▲宮野谷 篤（S53卒）

    〈女神の雫〉▲及川宣幸（S42卒）〈ドウイノの城〉

▲南舘英孝（S36卒）〈La futteへの階段〉

▲菊池雅子 （S44卒）

   〈サウダーデ（リスボン）〉

▲武田夏実 （武田素虹・S53 卒）

   〈粘葉本和漢朗詠集〉

▲国分智子
   （S32卒）

   〈早池峰〉
▲池上敦子（S50卒） 〈無 題〉

▲岸田百合子（S32 卒）

    〈なまけもの〉

▲及川昭伍（S25卒）

　 〈赤楽 茶碗〉

▲藤原則子（S51卒）〈早春のテーブルに〉

▲内村　泰（S39卒）

　 〈和讃 五百地蔵菩薩〉
    （梵字佛法曼荼羅）

▲柏木宣郎（S36卒）

   〈イタリア、ワインの村 Gavi〉
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▲伊藤公雄（S34卒）〈野 菜 〉

▲辻田よね子
（辻 やのか・S55卒）〈雪〉

▲村野井徹夫（S35卒）〈コキア紅葉〉

▲田部井恭子（S34卒）

    〈マタイ伝25章31節〜 40節〉

▲三浦千江美
　（S53卒）

   〈百 福〉

▲戸田忠祐（S20卒）

    〈土に在るもの〉

▲吉田昌弘
    （S38卒）〈花 瓶〉

▲三浦宏行（S28卒）

〈川合玉堂の雛人形板額〉

▲千葉祐治（S41卒） 
   〈毛越寺常行堂
　  宝冠阿弥陀如来〉

▲小原隆史（S41卒）〈和模様（安比高原）〉 ▲佐藤法男（佐藤容齋・S50卒）

   〈壽 山〉
▲淺沼榮一（淺沼一道・S27卒）

   〈質実剛健／忠実自彊〉

▲坂上洋子（綾華・S40卒）
    〈山 寺〉

▲平野恵子　（S53卒）
   〈woman〉

▲森 豊彦（S40卒）

    〈以前の五郎丸歩選手〉

◀藤澤 貢（S61卒）

　 〈写日記 - 2015 -〉
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▲佐々木美枝子
   （S43卒）
    〈左手の戯れ〉

▲鈴木章子
   （S39卒）
    〈書と俳句〉

▲高橋修三（S51卒）

   〈石割桜満開の微笑み〉

▲畠 順一郎（S41卒）

   〈黄昏れ（新宿御苑）〉

▲村上忠司（S32卒）

   〈夜明け（スイス  マッターホルン）〉
▲吉田春雄（S38卒）  〈払 暁〉

▲紀 章（S56卒）

　 〈見上げたらそらに…〉

▲村谷 尚（S54卒）

   〈街角の聖母〉

▲白崎雄司（S35卒）

    〈スパイラル〉 

▲及川 謙（S61卒）

〈2015神住む山の夏〉

▲水原 滋（S50卒）

    〈HAKUART ＃05〉

▲杣　友介 （H25卒）

    〈在為心志〉

▲杣  直晃 （S51卒）

    〈臨書〉

▶
石
田
喜
一
郎
（
Ｓ
30
卒
）〈
短 

歌
〉

▶
早
坂
光
平
（
Ｓ
31
卒
）〈
折
々
の
句
〉

▲小山卓也（S32卒）

　 〈カナディアン・ロッキー〉

▲玉澤健児（S43卒） 〈海 〉
▲坂本美枝子（S45卒）

     〈クリスマス飾り〉
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民事法研究会1500円＋税
2015年11月発売

銀の鈴社3400円＋税
2015年9 月発売

岩手日報社2000円＋税
2015年10月発売

ア
・
ラ
・
カ
ル
ト

●
及
川
昭
伍
さ
ん
（
Ｓ
25
卒
）

   『
消
費
者
事
件
歴
史
の
証
言
』刊
行

　

経
済
企
画
庁
国
民
生
活
局
長
、
国
民

生
活
審
議
会
委
員
、国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

理
事
長
等
を
歴
任
し
、
消
費
者
行
政
の

創
造
・
発
展
を
推
進
し
て
き
た
元
在
京

白
堊
会
会
長
の
及
川
昭
伍
さ
ん
が
、
消

費
者
行
政
の
進
展
や
消
費
者
法
の
制
定

の
経
緯
、
消
費
者
行
政
の
動
き
を
対
談

形
式
で
語
っ
た
本
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

本
書
の
副
題
は
「
消
費
者
主
権
へ
の
あ

ゆ
み
」。
か
つ
て
「
保
護
」
さ
れ
る
だ
け

だ
っ
た
消
費
者
が
、
物
不
足
騒
ぎ
や
森

永
ヒ
素
ミ
ル
ク
事
件
、
豊
田
商
事
事
件

な
ど
を
契
機
に
、
産
業
界
・
監
督
官
庁

等
の
強
硬
な
反
対
を
乗
り
越
え
、
製
造

物
責
任
法
、
消
費
者
契
約
法
、
消
費
者

基
本
法
の
成
立
等
に
よ
っ
て
、「
権
利
」

を
獲
得
す
る
ま
で
の
闘
い
を
語
り
、
現

代
の
消
費
者
法
制
定
ま
で
の
歴
史
と
重

み
を
実
感
で
き
る
一
冊
で
す
。

　

な
お
、
昨
年
12
月
21
日（
月
）、本
書
の

出
版
を
記
念
し
、
八
重
洲
ブ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
本
店
で
及
川
昭
伍
さ
ん
の
講
演
と

サ
イ
ン
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
故
・
安
原
み
ど
り
さ
ん（
Ｓ
47
卒
）

   『
山
室
機
恵
子
の
生
涯
』を
刊
行

　

山
室
軍
平
・
機
恵
子
ご
夫
妻
は
新
渡
戸

稲
造
と
も
親
交
が
あ
り
ま
し
た
。
山
室
機

恵
子
を
研
究
し
て
い
た
安
原
み
ど
り
さ
ん

（
※
２
面
か
ら
続
く
）

戸来ソウ子さん（S40卒）

三浦千波さん（S50卒）

で
は
、
そ
う
い
っ
た
美
し
く
年
を
重

ね
て
い
る
憧
れ
の
先
輩
と
親
し
く

お
話
が
で
き
ま
す
。
具
体
的
な
目
標

と
身
近
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
て
、

毎
回
と
て
も
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
橋　

レ
デ
ィ
ス
会
を
始
め
た
の

は
、
ち
ょ
う
ど
私
が
70
歳
の
時
で

し
た
。
そ
こ
で
２
回
目
か
ら
は
70

歳
が
幹
事
と
な
り
、
年
次
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
に
講
演
を
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
と
て
も

評
判
が
良
か
っ
た
で
す
ね
。

戸
来　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
開
発
の
歴

史
の
お
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
元

芝
浦
工
業
大
学
教
授
の
清
水
敬
子

さ
ん
（
Ｓ
31
卒
）と
か
、
楽
し
い
お

話
が
い
っ
ぱ
い
聞
け
ま
し
た
ね
。

鈴
木　

今
度
は
ど
ん
な
趣
向
で
、
ど

ん
な
お
話
が
聞
け
る
か
と
、
毎
回
楽

し
み
で
す
。

●
違
う
切
り
口
で
日
常
が
語
れ
る

―
― 

女
子
Ｏ
Ｂ
だ
け
で
集
う
楽
し

さ
っ
て
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

い
ろ
い
ろ
な
経
験
や
情
報

を
お
聞
き
し
た
り
、
女
性
同
士
の
話

が
気
兼
ね
な
く
で
き
る
の
は
と
て

も
貴
重
な
時
間
で
す
。

戸
来　

普
通
の
世
間
話
は
あ
り
ま

せ
ん
ね
。
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会
で
は
、

同
じ
話
題
で
も
違
う
切
り
口
か
ら

の
お
話
が
聞
け
る
の
が
魅
力
よ
ね
。

土
橋　

高
校
時
代
の
話
題
と
か
、

ふ
る
さ
と
の
話
題
が
で
き
る
の
も

楽
し
い
で
す
ね
。

鈴
木　

や
っ
ぱ
り
、
育
っ
た
ふ
る

さ
と
は
い
い
で
す
よ
ね
。

三
浦　

自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
保
つ
に
は
、
男
女
に
関

係
な
く
、
ル
ー
ツ
で
あ
る
ふ
る
さ

と
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

い
う
こ
と
を
、
年
が
い
く
ほ
ど
だ

ん
だ
ん
強
く
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
ね
。

私
も
同
世
代
に
声
を

か
け
る
の
で
す
が
、

今
は
ま
だ
出
ら
れ
な

い
け
ど
、
も
う
少
し

年
が
い
っ
て
余
裕
が

で
き
た
ら
参
加
し
た

い
と
い
う
友
人
が
大

勢
い
ま
す
。

土
橋　

そ
の
気
持
ち

は
わ
か
る
わ
ね
。
私

の
経
験
で
も
、
女
性

が
い
ち
ば
ん
自
由
に

動
け
る
の
は
65
か
ら

75
歳
く
ら
い
ね
。
だ

か
ら
総
会
は
50
歳

が
幹
事
年
次
だ
け
れ

ど
、
レ
デ
ィ
ス
会
の

70
歳
幹
事
と
い
う
の

は
良
か
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
で
も
、

震
災
が
転
機
に
な
っ
た
わ
ね
。

戸
来　

中
止
に
な
り
ま
し
た
ね
。
そ

れ
で
、
翌
年
か
ら
は
、
70
歳
幹
事

で
は
な
く
、
レ
デ
ィ
ス
会
を
始
め

た
の
が
副
会
長
の
土
橋
さ
ん
だ
っ

た
か
ら
、
副
会
長
の
私
が
幹
事
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

鈴
木　

レ
デ
ィ
ス
会
は
、
放
っ
て

お
い
て
も
集
ま
れ
ば
話
は
尽
き
な

い
の
だ
か
ら
、
幹
事
の
や
り
方
が

変
わ
っ
て
も
楽
し
さ
は
変
わ
ら
な

い
で
す
ね
。

土
橋　

レ
デ
ィ
ス
会
は
ク
ラ
ブ
活
動

で
す
か
ら
、
参
加
す
る
し
な
い
は
自

由
。
で
す
か
ら
一
度
参
加
し
て
み

て
い
た
だ
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

戸
来　

総
会
に
参
加
で
き
な
く
て

も
、
レ
デ
ィ
ス
会
な
ら
時
間
的
に

参
加
で
き
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
気
さ
く
な
同
窓
の
女
子
会
で

す
か
ら
、
そ
う
い
う
皆
さ
ん
に
も

ぜ
ひ
参
加
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

開
催
は
会
報
に
告
知
し
て
い
ま
す

の
で
、
詳
細
は
事
務
局
に
問
い
合

わ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

は
２
０
１
２
年
に
財
団
法
人
新
渡
戸
基
金

が
発
行
し
た
『
新
渡
戸
稲
造
の
世
界
』
第

21
号
（
新
渡
戸
稲
造
生
誕
１
５
０
年
記
念

特
集
号
）に「
新
渡
戸
稲
造
の
救
世
軍
支
援

と
廃
娼
運
動
」
を
発
表
。『
花
巻
が
育
ん

だ
救
世
軍
の
母　

山
室
機
恵
子
の
生
涯　

宮
澤
賢
治
に
通
底
す
る
生
き
方
』
は
安
原

さ
ん
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
山
室
機

恵
子
研
究
の
集
大
成
で
し
た
が
、
昨
年

８
月
28
日
、
本
書
の
刊
行
を
見
届
け
る
こ

と
な
く
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
50
歳
の

在
京
白
堊
会
幹
事
年
で
は
中
心
に
な
っ
て

ご
活
躍
さ
れ
、
そ
の
後
も
い
つ
も
明
る
く

元
気
だ
っ
た
お
姿
が
偲
ば
れ
ま
す
。
合
掌

●
久
美
沙
織
さ
ん
（
Ｓ
53
卒
）

    

澤
口
た
ま
み
さ
ん
（
Ｓ
54
卒
）

    

震
災
短
編
集『
あ
の
日
か
ら
』刊
行

　

本
書
は
岩
手
日
報
社
が
東
日
本
大
震
災

鎮
魂
を
テ
ー
マ
に
岩
手
県
出
身
作
家
12
人

が
著
し
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
す
。
こ
の
中

に
、
久
美
沙
織
さ
ん
が
「
長
靴
を
は
い
た

犬
」、
澤
口
た
ま
み
さ
ん
が
「
水
仙
月
の

三
日
」
を
発
表
。
澤
口
さ
ん
は
小
説
初
挑

戦
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
い
わ
て
ア
ー
ト

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
朗
読
劇
と
し

て
岩
手
県
内
各
地
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
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ク
ラ
ブ
活
動
参
加
者
募
集

　

恒
例
の
歌
の
祭
り
を
下
記
要
領
で

開
催
し
ま
す
。
演
奏
さ
れ
る
方
、
拝

聴
さ
れ
る
方
い
ず
れ
も
大
歓
迎
で

す
。
参
加
者
の
年
代
を
広
げ
る
た
め

昭
和
50
年
卒
以
降
の
方
の
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
全
員
で
歌
う

懐
か
し
い
歌
の
斉
唱
も
用
意
し
て
い

ま
す
。
曲
の
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ

ん
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

日
時
：
平
成
28
年
７
月
24
日
（
日
）

　
　
　

12
時
～
17
時

場
所
：「
中
国
茶
レ
ス
ト
ラ
ン 

ブ

ル
ー
テ
ィ
」
渋
谷
区
笹
塚
１

　

白
堊
歌
会
は
、
ネ
ッ
ト
歌
会
と
し

て
、
在
京
白
堊
サ
イ
ト
の
「
ク
ラ
ブ

活
動
」
ま
た
は
「
白
堊
應
援
團
30
」

か
ら
リ
ン
ク
す
る
掲
示
板
「
白
堊
歌

会
室
」
を
設
置
。
ど
な
た
で
も
自
由

に
投
稿
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
「
白
堊
歌
会
室
」
掲
示
板
に
は
、

新
し
く
投
稿
さ
れ
る
方
も
い
て
、
の

白
堊
歌
会
─
─

ネ
ッ
ト
投
稿
大
歓
迎

在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
─

今
年
度
優
勝
は
Ｓ
40
卒
Ｂ

　

第
13
回
在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
大

会
は
、
昨
年
10
月
23
日（
金
）、
前

年
度
優
勝
の
混
成
チ
ー
ム
の
主
メ

ン
バ
ー（
Ｓ
36
卒
）が
幹
事
と
な
り
、

23
名
が
参
加
し
、
ザ
・

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ヶ

崎
で
開
催
、
年
次
対

抗
戦
と
個
人
戦
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

年
次
対
抗
戦
は
Ｓ

40
卒
及
び
Ｓ
42
卒
が

２
チ
ー
ム
を
エ
ン
ト

リ
ー
、
合
計
７
チ
ー

ム
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
結
果
は
Ｓ
40
卒

Ｂ
チ
ー
ム
（
細
越
博

資
、
阿
部
銀
二
、
江

尻
伸
）
が
優
勝
。
２

位
は
Ｓ
41
卒
チ
ー
ム

（
馬
場
信
、
白
石
源
次

郎
、
畠
順
一
郎
、
小

原
崇
志
）、
３
位
は
混

成
チ
ー
ム
（
Ｓ
20
卒
・

編
集
後
記

第14回歌の祭りは本年２月７日（日）に渋谷区のブルーティにて
28名が工夫を凝らし祭りを盛り上げました

▼
震
災
か
ら
５
年
。
復
興
は
ま
だ
道
半
ば

で
す
が
、
イ
ン
フ
ラ
等
の
整
備
は
本
年
度

中
に
目
処
を
つ
け
、「
暮
ら
し
」「
な
り
わ

い
」
の
再
建
に
向
け
た
取
り
組
み
に
移
っ

て
い
き
ま
す
。
首
都
圏
と
の
交
流
を
活
性

化
さ
せ
る
た
め
に
も
、
ふ
る
さ
と
へ
の
ま

す
ま
す
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
▼
昨
年
春
、
文
京
区
小
石
川
に

啄
木
終
焉
の
地
歌
碑
が
完
成
し
ま
し
た
。

在
京
白
堊
会
の
多
く
の
会
員
に
も
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今

年
は
啄
木
生
誕
１
３
０
年
、
宮
澤
賢
治
生

誕
１
２
０
年
。
顕
彰
事
業
も
多
々
計
画
さ

れ
て
ま
す
。
岩
手
の
元
気
の
た
め
に
、
ど

う
ぞ
応
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ｙ
）

第
15
回
歌
の
祭
り
─
─

７
月
24
日
（
日
）
開
催

–

61–

８ 

ホ
テ
ル
ル
ガ
ー
ル
１
階

に
併
設 

電
話
０
３–

３
３
７
５–

１
４
７
４

ア
ク
セ
ス
：
京
王
線
、
京
王
新
線
の

笹
塚
駅
北
口
※
駅
前
の
甲
州
街

道
（
20
号
線
）
沿
い
に
調
布
方

面
へ
徒
歩
５
分
程
。

会
費
：
５
千
円
（
食
事
、飲
み
物
代
）

申
し
込
み
先
： 

　

大
内
秀
之
（
Ｓ
35
卒
）

　

civ04580@
rio.odn.ne.jp

　

〒
２
４
５–

０
０
６
２　

　

横
浜
市
戸
塚
区
汲
沢
５–

30–

５

　

電
話
０
４
５–

８
６
４–

３
２
１
５

演
奏
：
歌
唱
、
演
奏
さ
れ
る
方
は
一

人
２
曲
以
内
で
す
。

チ　
ー
　
　
　

　
　ム

ク
ラ
ブ
活
動
報
告    

鈴
木
昭
久
、
Ｓ
36
卒
・
金
山
文
彦
、

間
瀬
隆
男
、
加
賀
修
）
と
な
り
ま
し

た
。
個
人
戦
の
優
勝
は
細
越
博
資

（
Ｓ
40
卒
Ｇ
Ｒ
Ｓ
１
０
３
、
Ｈ
Ｄ
Ｃ

Ｐ
30
・
０
、
Ｎ
Ｅ
Ｔ
73
・
０
）、
２
位

小
林
昌
彦
（
Ｓ
40
卒
、 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
74
・

０
）、
３
位
志
智
雄
之
（
Ｓ
48
卒
、 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
75
・６
）、
で
し
た
。
こ
の
結

果
、
２
０
１
６
年
度
の
ゴ
ル
フ
大
会

の
幹
事
は
Ｓ
40
卒
の
細
越
博
資
さ

ん
及
び
同
年
次
の
メ
ン
バ
ー
が
担

当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
は
年
次
対
抗
が
基
本
で
す

が
、
個
人
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
個

人
の
場
合
は
混
成
チ
ー
ム
に
エ
ン

ト
リ
ー
さ
れ
ま
す
。
開
催
概
要
は
９

月
発
行
の
次
号
で
日
程
等
詳
細
を

ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご

参
加
下
さ
い
。　
　
（
文
中
敬
称
略
）

団体戦優勝の写真はS40卒 B チーム（右から
細越愽資さん、阿部銀二さん、江尻 伸さん）。
左端は在京白堊会・戸田 純副会長

び
の
び
と
詩
作
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
読
者
の
評
価
な
ど
気
に
せ
ず
、

心
の
「
つ
ぶ
や
き
」
の
よ
う
な
感
じ

で
、ど
う
ぞ
自
由
に
ご
投
稿
下
さ
い
。

ジ
ャ
ン
ル
も
、
詩
、
短
歌
、
俳
句
、

川
柳
、
五
行
歌
等
、
な
ん
で
も
構
い

ま
せ
ん
。

　

白
堊
歌
会
は
、
年
末
の
白
堊
芸
術

祭
へ
作
品
を
出
展
、
最
終
日
に
は
野

口
田
鶴
子
さ
ん
（
Ｓ
40
卒
）
と
の

コ
ラ
ボ
で
「
五
行
歌
と
宮
澤
賢
治
の

朗
読
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
従
来
通
り

行
っ
て
お
り
ま
す
。

朗読する野口田鶴子さん
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